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On the conservation of the historical architectures in Austria.  




In this paper the history and present conservation system of the historical architectures in 
Austria are described.  The article consists of three parts.  The first part (Chapter 2) deals 
with the history of the monuments conservation in Austria, which began in 1850 under the 
Habsburger monarchy, and has developed into a national task until today.   The second part 
(Chapter 3) treats the present conservation system in Austria, introducing the national law 
for the monuments conservation (Denkmalschutzgesetz).  Austrian architecture 
conservation’s flexibility can be pointed out as one of the characteristics.  The third part 
(Chapter 4) shows several examples of the recent restoration works for the residential 
architectures planned by the famous Austrian architect Otto Wagner (1841-1918) in Vienna 







































年 12 月 31 日、「記念建造物の研究と保存のための
帝国中央委員会〔K.k. Central-Commission für die 
Erforschung und Erhaltung der Baudenkmale〕が、皇帝
フランツ・ヨーゼフ１世により設立された。この組





















Zentralkommission für die Erforschung und Erhaltung 



































































































































































































































12 月 31 日まで」を指している。この法改正の意図
























































































念 物 所 在 状 況 を 対 象 と し て 、 記 念 物 目 録
〔Denkmalverzeichnis〕がまとめられる予定である」





最初のリストは 2010 年 7 月 1 日付で作成されるこ
ととなっている。この新しいリストには、土地台帳
上のデータや、記念物の特徴などが記されることに



























1,498 件、住宅・農家が 103,920 件、総数で 118,791
件である（一部、予想数値を含む 註 12）。11 万件以
上という数は、日本の文化財建造物に比べて 10 倍





















































































































































る 註 22。 
中央専門部門には、「建築と建設技術」「埋蔵記念








































ては、以下のものが注目される 註 25。 
 
『デヒオ：オーストリアの芸術記念物ハンドブック
































『 オ ー ス ト リ ア 芸 術 お よ び 記 念 物 保 護 誌









































































ある 註 27。残りの 30 作品の内、9 件が、銀行、教会
などの公共的な建造物 註 28 であり、21 作品が住宅
（集合住宅、別荘、店舗併設住宅など）であった。
駅舎の多くは、現在も市民の交通拠点として利用さ







































































建築名称 建設年 修復実施年 
グラーベンホーフ 1873-76 1987-88 
ヴィードナー・ハウプトシュトラーセ 65 番地の集合住宅 1875-76 2004 
ショッテンリンク 23 番地の集合住宅 1877 1999-2000 
大学通りの集合住宅 1877-78 2000 年頃。修復途中で中断 
レーンヴェーク 3 番地の旧ヴァーグナー邸（旧ホーヨース邸） 1889-90 修復中（2006 年完了予定） 
レーンヴェーク 5 番地の集合住宅 1889-90 1980-82 
マヨリカハウス（リンケ・ヴィーンツァイレ 40 番地の集合住宅） 1898-99 1978-80 
ケストラーガッセ 3 番地の集合住宅 1898-99 2006 年よりファサード修復予定 
ノイシュティフトガッセ 40 番地の集合住宅 1909-10 1998 年完了 
デーブラーガッセ４番地の集合住宅（ヴァーグナー臨終の家） 1911-12 1995 年完了 
ヴィラ・ヴァーグナー II 1912-13 1998 年完了 
 
図 1 「大学通りの集合住宅」の現状（左面は真 





















1954 １階の店舗玄関の改修申請 →許可 





1990 屋階増築の問い合わせ →却下 
1991 ケーブルの導入 →許可 
1999 １階店舗の看板設置の申請 →許可 




   →外観デザインを極力変えない条件で許可 
2001 屋階増築の申請 →却下 

















図３ 同 1 階店舗入口(オリジナル)、図４ 同改築例 



































































































































    屋上階が増築されている 
 






















































学 建 築 学 科 記 念 物 保 護 研 究 室 の Dr. Ute 
Georgeacopol教授およびオーストリア連邦記念物局
図書室の Erich Leitner 氏から資料に関しての示唆を
いただき、オーストリア連邦記念物局ウィーン州保




















Denkmalpflege in Österreich 1945-1970, Wien, 
1970 （以下、Denkmalpflege (1970)）および 



























註 6： http://www.bda.at/faq/0/1119/20#id_20 
註 7： http://www.bda.at/faq/0/1119/17#id_17 
註 8： ウィーン州保存委員会保存官の Dr.Maldoner
氏の説明による。 
註 9：http://www.bda.at/organisation/126/0/5780/texte/ 























註 13：2006 年 8 月 1 日現在の日本の文化財建造物
の数は、指定文化財 2,511 件（4,358 棟）（内訳
は、国宝 213 件（257 棟）、重要文化財 2,298 件































註 21：Denkmalpflege (1989), p.165 













註 25：Denkmalpflege (1989), pp.74-78、および
http://www.bda.at/organisation/888/ 参照。 







リスト化に際しては、Otto Wagner: Villen, Wohn- 
und Geschäftshäuser, Interieurs (Aus- geführte 
Bauten), Wien, 2002 お よ び Otto Wagner: 
Ausgeführte Sakral-, Verkehrs- und öffentliche 




集 F-2 建築歴史・意匠』2006 年 9 月，pp.169-170 
註 30：この表は、保存官 Maldoner 氏の助言や、記
念物局発行の雑誌 Österreichische Zeitschrift für 





註 31：Österreichische Zeitschrift für Kunst und Denk- 
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（５）単体の記念物、アンサンブル、あるいはコレ
クションの保存に関して公共の利益があるがどう
か、並びに、一つにまとまった全体として保存され
るべき統一体が問題であるかどうか、あるいはそれ
がどの程度問題となるかどうかは、連邦記念物局に
よって、これに関する学術的な研究成果を考慮した
上で、決定される。記念物保護下に置かれる対象の
選択に際しては、連邦記念物局によって作成された
記念物目録における評価が考慮される。評価に際し
ては、一般的に認められた国際的な評価基準が取り
入れられる。記念物に関して未だ十分な研究が終え
られていない場合─特に発掘が終わっていない埋
蔵記念物〔Bodendenkmal〕のような場合─、記念物
の保存に関する公共の利益の決定は、保護指定にと
って必要な事実が、学術的な認識状況に基づいてみ
たとき、少なくとも見込がある場合、さもなければ、
記念物の損傷なき保存が危険にさらされているよ
うな場合においてのみ、容認される。なお、そのよ
うな保護指定は、期限付きでなされることもありう
る。 
 
（６）記念物の保存に関する公共の利益は、常に、
保護指定が法的に有効になる時点にその記念物が
置かれているという状態において、確定される。 
 
（７）この連邦法において、特別の規定（第１条第
４項の最終文、第２条第１項第３行、第４条第１項
第１行、第６条第５項）が該当しない限りにおいて
は、単体の記念物に関する規定が、アンサンブルや
コレクションにも同様に適用される。 
 
（８）記念物の部分のみが保護される場合（部分保
護指定〔Teilunterschutzstellung〕）、この保護は、本
来保護対象となるべき部分の記念物的な保存にと
って必要な範囲であれば、それ以外の部分にも適用
される。 
 
（９）記念物の保護指定によって、その全ての構成
要素と付属設備、ならびにその記念物と結びついた
その他全てのもの、内部もしくは外部に刻みつけら
れている伝承された外見〔Erscheinungsbild〕あるい
は人の手の加わっていない外見、あるいは存続（実
体）に関わる部分もまたそこに加えられる。 
 
（１０）修復がもはやどうにも不可能であるか、も
しくは修復することがその対象の大きな変化に結
びついてしまうような場合、修復後にその記念物に、
資料的価値、それゆえに記念物としての意義がもは
や十分には認められなくなってしまうような場合、
このような静止状態もしくは特別の実体的（物質
的）な状態に、記念物が保護指定される時点で置か
れている場合は、保存は公共の利益に存するとする
ことはできない。 
 
（１１）「記念物」と「文化財」の概念は同義であ
り、同様に、「公共の利益」と「国民の利益」は同
義である。 
 
（１２）（略） 
